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Ｊ.オケゲムのミサ ｢カプト｣ の校訂について
志 澤 彰
はじめに
Ｊ.オケゲム (１) は中世を代表する作曲家であると同時に最も古い時代の作曲
家の一人である｡ オケゲム以前の作品で演奏会に取り上げられている作品 (２) の
ほとんどは, M.マショー (３) とＪ.ダンスタブル (４) の作品だけであると言って
も過言ではない｡ 一方オケゲムの旋律は長いメリスマ (５) で書かれ実に美しい流
れを持っている｡ しかしながら, 一般に演奏される機会は極僅かしかない (６) の
は何故なのか｡
オケゲム作品の中にソールズベリー聖歌の１節を定旋律とし使用しているミサ
｢カプト｣ (７) という曲がある｡ この曲の楽譜はアメリカ・ハンガリー・スイス・
ドイツの４社 (８) から出版されている｡ 楽譜は出版されていないが演奏者の解釈
で校訂された演奏CD (９) の出版もある｡ それらの楽譜・音源を比較検討した｡
その結果, 出版社または編者によりムジカ・フィクタ (10) の扱い方に違いが認め
られたが, 音程・音価の違いはほとんど認められなかった｡ しかし, どの出版譜・
音源も歌詞の割り振りが同じものはなかった (11)｡ その一部を私の指導している
混声合唱団で試演したが, 歌い難く, 決して良い校訂がなされているとは言い難
かった｡ とくに, 歌詞を如何に割り振るかという点の校訂に問題があった｡
オケゲム独特の非常に長く美しいメリスマの旋律を, より歌い易く効果的な演
奏が出来るよう校訂されていれば, もっと演奏される機会が増えるものと考え,
中世の写本から, 全５章の全４パート (12) の校訂を試みた｡
古楽学者等により, 音程・音価は全て解読されている｡ 写本図［譜１］は第２
章 ｢GLORIA｣ (13) の前半である｡ この部分のソプラノ (左上の部分) の歌詞は
｢ミサ通常文 (資料１)｣ の第２行 (14) から第７行までの40単語全てが記されてい
る｡ しかし, 同じ ｢GLORIA｣ の前半バスパートは４単語・アルトパートは９単
語・テノールパートは２単語と, ほんの一部分しか記されていない｡ 記されてい
るソプラノの歌詞も音符に対する割り振りはほとんどが不明瞭である｡ それ故に
歌詞の割り振りは幾通りにも考えられる｡ このような写本を基に各パートがどの
ようにポリフォニックに歌われていたかを推測し, 演奏時間30分強に及ぶミサ
｢カプト｣ 全曲を如何に校訂し新たな楽譜を作ったかを次に記す｡
校訂に際し, 特に留意した点は次の２点である｡
① 写本の歌詞の割り振りを出来るだけ尊重する｡
② より歌い易く, ポリフォニー (多声音楽) の形が効果的に表現される歌
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詞の割り振りを探求する｡
［譜１］ ミサ ｢カプト｣ 第２章 ｢GLORIA｣ の写本
｢Renaissace Music in Facsimile Vol.22｣ (Garland Publishing) より
１. ｢KYRIE｣ の校訂
まず, ミサ冒頭の ｢KYRIE｣ のソプラノパートは写本では［譜２］のようにハ
音譜表の五線譜に四角や菱形の定量譜で表されている｡ 左の大きな飾り文字は最
初の歌詞 Kyrieの頭文字 K である｡ これを現代の記譜法に書き直す｡ つまり,
当時の四角や菱形の音符から現代の丸い音符に移し, ハ音譜表をト音譜表に書き
直すと［譜３］(15) のようになる｡
歌詞は冒頭に Kyrieとあり, ３段目ほぼ中央に eleisonとある｡ その先の歌詞
Christeの前までが最初の大きな段落である｡ この間に75個の音符が並んでいる｡
冒頭に歌詞が Kyrieと記されているが, ３音節 Ky－ri－eをどの音符に割り振り
歌うのかが写本にはまったく示されていない｡ この段落の終わり e－lei－son (lei
は１つの音節として記され歌われていた) も同様である｡ さらに写本の歌詞は
Kyrie eleisonと１回しか記されていないが, キリスト教の ｢三位一体｣ という考
えに基づき, 習慣として必ず３回唱えられていた｡ つまり, Kyrie eleison, Kyrie
eleison, Kyrie eleison. ６単語 計18音節を75個の音符で歌っていた｡ この18音
節と75音符の組み合わせは何千通りも考えられるが, それが写本には示されてい
ない｡ しかし, 音符に対し正確に割り振りを決めなければ歌うことが出来ない｡
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まず, ６単語それぞれのフレーズをどの音からどの音までとして割り振るかを
決める必要がある｡ この ｢KYRIE｣ の冒頭部分は, 休符から休符までの１フレー
ズを１単語ずつに分けることが出来た｡ 具体的に記すと, 歌詞１回目の Kyrieに
10音符を割り振り, eleison. に13音符, ２回目の Kyrieに５音符 eleison. に12音
符, ３回目の Kyrieに13音符 eleison. に22音符を割り振った｡ しかし, 最初の
Ky－ri－e３音節に対し10音符を割り振るだけで 100通り以上の可能性がある｡
その内の一つに割り振りも決めなければ歌う事ができない｡ 次に, 旋律の音符の
長さや抑揚等による全体の流れ, 歌詞のアクセントの位置, 発音上の高低・長さ
等を十分に考慮し, さらに旋律を何回も歌い, どのように歌詞を割り振ったら自
然であり美しく歌えるかを検討した｡
さらに, 他のパートとの関係に留意した｡ 特に, ポリフォニー作品の特徴であ
る立体的な旋律の組み合わせが際立つようにするには, どのように歌詞を割り振
るのが最も適当であるか検討した｡ オケゲムの作品では, 後世のパレストリーナ
(Giovanni Pierluigi da Palestrina 1525～1594) のようにはポリフォニーの形式が
完成されてはいなかった｡ しかし, ポリフォニックに歌詞を割り振る事は重要な
事と考え, 出来る限り写本を生かし, なおかつポリフォニックになるよう配慮し
て歌詞の割り振りを行った｡
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その結果､［譜４］のようになった｡ 例えば, Edition Musica Budapest版 (８)
では２回目の eleison. が13小節目第１拍に記されているものを, 12小節目第２拍
とした｡ この校訂により, eleison. の第１音節ｅをF音から順次上行しながら音
楽的に盛り上げ, 第２音節にあるアクセント leiをこのフレーズ中最も高い音で
歌う割り振りとした｡ さらにｅの母音のまま13小節の付点音符のリズムに歌い繋
ぎ, より躍動感を持った表現が可能となった｡
次にバスパートを検討する｡ 前記のソプラノの Kyrie eleison３回にあたる部
分の写本［譜５］と, それを現代の記譜法に書き直すと［譜６］のようになる｡
［譜５］
［譜６］
この部分がカントゥス・フィルムスが使われている部分である｡ ソプラノでは
75音も使って歌われていた部分がバスでは長い音符が多くわずか21音符である｡
この21音符に Kyrie eleison３回 計18音節を割り振ることは数的には可能である｡
しかし, 旋律線と歌詞の抑揚等を考え, 他のパートではオケゲムの特徴である長
いメリスマが使われていたこと等を考え合わせると, この21音符で Kyrie eleison
を３回歌うことは音楽的に適当ではない｡ よって, バスパートにおいては１回の
み唱えられていないものと判断した｡ 写本では６番目の音符あたりから Kyrieの
歌詞が書き始められているが, そこまでは, 歌詞が何もなかったわけではない｡
付点倍全音符の符尾が下に伸び歌詞を書くスペースがないためにその先の６番目
の音符あたりから歌詞が書かれたものと考えられる｡ 結果, バスパートを［譜７］
の様に仕上げた｡
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［譜７］
このように全てのパートの音・音と音のつながり・旋律線の流れや抑揚・歌詞
のアクセントの位置や抑揚・他のパートとの関係等多くの事に配慮をしながら全
４パートの歌詞を割り振っていった｡ 以上の部分を現代譜, つまりの現代の演奏
者が譜読み可能なように小節線を入れた｡ また, 当時のカストラートが入って歌っ
ていた音域を現代の混声４部合唱で歌いやすい音域に移調して仕上げたものが
［譜８］である｡
例えば, Yale University版 (８) と違う特徴を記す｡ Ｙ.Ｕ.版では, 11小節からの
アルトの歌詞が eleisonになっている｡ しかし, 私はその前のメリスマを長くし,
ここに Kyrieの歌詞を割り当てた｡ この事により, 10小節から始まるソプラノ
Kyrieの付点音符下行形で始まる旋律を, アルトが (音価は半分であるが) 同じ
付点音符で, こちらは反行 (上行形) でポリフォニックに受けることが出来る｡
そして, 10小節のテノールもソプラノと同時に Kyrieを歌い始めることにより完
全５度の深い響きをつくった｡ さらに, 11小節３拍目裏拍から始まるソプラノの
eleisonを２拍半遅れでテノールが追いかけた後, 14小節からアルトが完全５度上
から同じ上行順次進行で eleisonをポリフォニックに追いかけられるように校訂
した｡
このように整理された楽譜に校訂すれば, 誰にでも歌い得る分かりやすい楽譜
になる｡ なぜ当時の写本では, 音符の長さに等しいスペーシングがされていなかっ
たり, 歌詞が一部分しか書かれていない等分かりにくい楽譜が使用されていたの
か｡
当時の演奏の様子を描いた ｢奏楽図｣ (図１) がある｡ この図に見られるよう
に当時は大きな羊皮紙 (新聞紙を開いたぐらいの大きさ) に手書きで書かれた楽
譜１枚を演奏者全員で見て歌唱していた｡ 楽譜は, それぞれの位置で歌う人 (パー
ト) が見やすいように, 左上にソプラノ (Superius) 左下にバス (Bass) 右上に
アルト (Contralt) 右下にテノール (Tenor) の, パート譜のみが［譜１］のよう
に書かれていた｡ 高価な羊皮紙に, 音価の長い音符に合わせてスペースを多く取っ
た楽譜を書く事は出来なかったわけである｡ まして多くのスペースを必要とする
現代の合唱譜のようなスコアの形で表さず, パート譜だけで歌われていた｡ そし
て､［奏楽図］に写っている９名の内, 手前にいる少し背の低い２名がソプラノ
を, その右２名がバスを, その奥の５人がテノールとアルトを歌っていたものと
考えられる｡ さらに, 手前３人目のメガネをかけた老人 (のように見える人) が
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オケゲム本人であると言われている｡
― 84 ―
六
五
［譜８］
｢楽譜の歴史 (皆川達夫著) パリ国立図書館蔵｣ より
このように作曲者自身が指揮・指導しながら自身でも歌っていた｡ その為, パー
ト譜のみでも, 全ての歌詞が書かれていなくても演奏できたものと考えられる｡
歌詞が一部分しか書かれていないのは, 写本の写し忘れ等のミスによるものでは
ない｡ そして, 歌詞はほぼ常にソプラノが先行して歌い, 他のパートは同じ歌詞
を追いかけてポリフォニックに歌った｡ よって, アルトやテノールにはほんの一
部分しか歌詞が書いてないところが大半であっても歌うことが出来たのである｡
それらを, 前述のような多くの事に留意しつつ楽譜を校訂し仕上げていった｡ 以
上［譜８］が第１章 ｢KYRIE｣ の冒頭の約３分の１, 全曲の中のほんの数パーセ
ントである｡
２. ｢CREDO｣ の校訂
ミサ全曲中の第３章にあたる ｢CREDO｣ は, 資料 ｢ミサ通常文｣ に示した歌
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［図１］
［奏楽図］
詞のように, ミサ曲全38行中の18行と, 全体の半分近くを占めている｡ これを前
述した第１章 ｢KYRIE｣ のようにメリスマを多用して作曲されると ｢CREDO｣
だけでも数十分もかかる｡ ｢CREDO｣ は元々長過ぎるため, しばしば演奏者 (司
祭や聖歌隊) にも聴衆 (ミサに出席した会衆) にも敬遠された｡ しかし, オケゲ
ムはこの長さをミサ (礼拝としての) の時に飽きさせないために様々な工夫をし
ている｡
まず, ｢KYRIE｣ のように長い長いメリスマはあまり使わない｡ 長くても３小
節くらいのメリスマが一部ある程度であり, １小節内に４音節を歌うところも多
く認められる｡ つまり, ｢CREDO｣ の歌詞18行が次々と唱えられ進んでいく事に
なる｡ そして, もう一つ工夫されている事は, ｢CREDO｣ の後半, 第11行 Et
resurrexit～ 以下13行末の～non erit finis. までと, 第14行 Et in Spiritum～以下
16行末の ～Ecclesiam. までが, 121小節から152小節にかけて同時進行している｡
つまり第11行からの Et resurrexit～ は外声 (ソプラノ・バス) が, 第14行からの
Et in Spiritum～ は内声 (アルト・テノール) が歌っている｡ 外声と内声で別の
歌詞を同時進行にさせ, ｢CREDO｣ の歌詞が速く進むように工夫がされている｡
内声と外声という表現は, 現代の記譜法でスコアを上からソプラノ・アルト・テ
ノール・バスの順に記すのでソプラノ・バスが外声, アルト・テノールが内声と
なる｡ しかし, 前項に記したように当時の羊皮紙に書かれた楽譜では, 左半分に
ソプラノとバス, 右半分にアルトとテノールが書かれていたので［奏楽図］のよ
うに並ぶと左半分の歌い手が第11行からの Et resurrexit～ を, 右半分の歌い手が
第14行からの Et in Spiritum～ をそれぞれ近くに並んだ者同士が２部のポリフォ
ニーを歌い, そのポリフォニーが２重に絡み合って歌われていた｡ そして153小
節より歌詞第17行 Confiteor unum～ 以下を４部のポリフォニーに戻って曲尾ま
で演奏する｡
さらにこの部分では, ソプラノが歌っている言葉 (単語) が歌い終わる以前に
次の言葉をバスが歌い始める｡ そのバスの言葉が歌い終る以前にテノールが次の
言葉を歌い始めるという形で作曲され, 歌詞が次々に歌われ先に進むだけでなく
緊張感のある曲となり終結部を向かえている｡ 前項で, 写本にはソプラノ以外の
歌詞があまり書かれていないと記したが, このようにソプラノより先に他のパー
トがその先の歌詞を歌い始める部分では, ソプラノ以外のパートにも, どこから
新しい歌詞を歌い始めるのかが記されている｡
この２重ポリフォニーになっている121小節にあたる部分の写本のソプラノパー
トは［譜９］のようであり, これを現代の記譜法に表すと［譜10］のようになる｡
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［譜10］のように, 現代のト音譜表の音符の位置に写本の歌詞を大体合わせて入
れてみたが, まったくどの音符に歌詞のどの音節が当てはまるのか分かり難い状
態である｡ また, ２段目３単語目 secundumの後に Scripturasが入るべきものが記
されていない｡ これは次の段の音符の符尾が下から上へ伸び, 歌詞を書くスペー
スがないため歌詞を入れる事を省略してしまったものと考えられる｡ しかし, い
ろいろなミサ曲を歌うことを仕事にしている歌い手達にとって, このように一部
分がぬけていても歌うことができたはずである｡ また, その先の dexteramの部分
は dex´だけで teramが省略されている｡ これも同様に単語の頭だけが書いてあ
るだけでも理解でき, 歌唱できたものと考えられる｡ これを前述のように様々な
事を考慮し,［譜11］のような歌詞の割り振りが適当と判断した｡
［譜11］
さらに121小節からの２重ポリフォニーになった部分の全４パートを仕上げた
楽譜が［譜12］である｡
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おわりに
ミサ ｢カプト｣ が作曲された当時, オケゲム自身が歌いながら指導・指揮し,
どのように演奏されていたかを写本のみから想像するのは, 困難であった｡ しか
し, 既存の楽譜を使用せず自らの手で全曲校訂した事により, この曲を更に深く
理解出来, 演奏する上にも大変役立った｡
ここに全曲を掲載したいところであるが, あまりに分量が多いので, ここでは,
全曲校訂した過程の一部を記すに留めておく｡
このミサ曲全体に流れる長く美しいメリスマの旋律を歌うことは, 読譜力の養
成・ブレスの維持の練習・発声法の訓練等, 声楽・合唱の技術向上に非常に有効
である｡ また, このようなポリフォニー作品を歌うことは他のパートを聞き合う
という合唱の最も大事な感性を育てる効果がある｡ さらに, この曲は演奏者も聴
衆をも感動させ得る大変美しい曲である｡ 今後, 全国の高校・大学の合唱部や一
般の合唱団・ヴォーカル・アンサンブル団体の演奏や, 音楽大学などの合唱の授
業等々, 広く多くの機会に取り上げられる事を願う｡
新校訂の全曲初演は, 2006年５月20日 (土) ｢鳳混声合唱団 創立35周年記念
第10回演奏会｣ (鎌倉芸術館小ホール) にておこなわれた｡ 指揮者は校訂者本
人である｡
尚, 校訂後の各章は以下のようになった｡
KYRIE 57 小節 ４ ページ
GLORIA 155 小節 10 ページ
CREDO 177 小節 14 ページ
SANCTUS 159 小節 12 ページ
AGNUS DEI 114 小節 ８ ページ
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ＫＹＲＩＥ あわれみの讃歌
	 
 主よ､ あわれみたまえ｡
	 
 キリストよ､ あわれみたまえ｡
	 
 主よ､ あわれみたまえ｡
ＧＬＯＲＩＡ 栄光の讃歌
	 天のいと高きところには､神に栄光｡
				 地には､善意の人に平和あれ｡
 	   
	   われら主をほめ 
主をたたえ､ 主をおがみ､主をあがめ､ 主の大いなる栄光のゆえに主に感謝したてまつる｡
!	! " !#		!	$		 %
神なる主 天の主､ 全能の父なる神よ｡ 主なるおんひとり子､ イエズス・キリストよ｡
!	! 	! $# 神なる主､ 神の子羊､ 父の御子よ｡
&	 	世の罪を除きたもう主よ､ われをあわれみたまえ｡
&	 	 	
世の罪を除きたもう主よ､ われらの願いをききいれたまえ｡
& # 	
父の右に座したもう主よ､ われらをあわれみたまえ｡
&	 	'!	' %
主のみ聖なり､ 主のみ王なり､ 主のみいと高し､ イエズス・キリストよ｡
 (	(	!#	
聖霊とともに､ 父なる神の栄光のうちに｡ アーメン｡
合 計 662 小節 48 ページ
(演奏時間 約35分)
資料
ミサ通常文
ミサ通常文はラテン語 (一部分のみギリシャ語) で書かれ, 以下の５章からなっ
ている｡ これをミサの時には礼拝の儀式と共に全て歌うものである｡ ミサ・ブレヴィ
ス (注16) を演奏し, ｢CREDO｣ は司祭の朗読で進められる場合もあるが, オケゲ
ムのミサ ｢カプト｣ では全ての歌詞に作曲されている｡
六
〇
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ＣＲＥＤＯ 信仰宣言
	 
	 われは信ず､ 唯一の神､
	 			 	 			
全能の父､ 天と地､ 見ゆるもの､ 見えざるもの､ すべての造りぬしを｡
	 
		 	 		 
	
唯一の主､ 神のおんひとり子､ イエズス・キリストを｡
	 	 よろす世のさきに父より生れ､

	 
		
	 	 

神よりの神､ 光よりの光､ まことの神よりのまことの神｡
			 	 	
造られずして生れ､ 父と一体となり､ すべては主によりて造られたり｡
 		 	
主は､ われら人類のため､ またわれらの救いのために､ 天よりくだり､
!!" #
聖霊によりて処女マリアよりおんからだをうけ､
	 人となりたまえり｡
	 
ポンシオ・ピラトのもとにて､われらのために十字架につけられ､苦しみを受け､葬られたまえり｡
	 ! 聖書にありしごとく､ 三日目によみがえり､
	 	  天にのぼりて父の右に座したもう｡
	 	 $	$
栄光のうちに再び来たり､ 生ける人と死せる人とを裁きたもう､ 主の国は終ることなし｡
!	 !	
		 	 
主なる聖霊､生命の与えぬしを､ 聖霊は､ 父と子とよりいで､
 	 	
父と子とともに拝みあがめられ､ また預言者によりて語りたまえり｡
					一・聖・公・使徒継承の教会を信じ､
	 			 		
		 罪のゆるしのためなる唯一の洗礼をみとめ､ 死者のよみがえりと
	 %	 来世の生命とを待ち望む｡ アーメン｡
ＳＡＮＣＴＵＳ 感謝の讃歌
!!!
	

聖なるかな､ 聖なるかな､聖なるかな､ 万軍の神なる主｡
 主の栄光は天地にみつ｡
& 天のいと高きところにホザンナ｡
(ＢＥＮＥＤＩＣＴＵＳ ベネディクトゥス)
'	
	 ほむべきかな､ 主の名によりて来たる者｡
& 天のいと高きところにホザンナ｡
五
九
註(１) オケゲム (Johannes Ockeghem 1410頃～1497) は中世ルネサンス時代を代表する作
曲家・歌手である｡ 生年は不詳であるが, 1410年頃と思われる｡ 1451年頃からフラン
ス宮廷において30余年にわたり, ３代のフランス国王［シャルル７世 (1403～1461
即位 1422年)・ルイ11世 (1423～1483 即位 1461年)・シャルル８世 (1470～1499
即位 1483年) ］に仕え活躍し, 1497年に没した｡ その偉大さ故に, 彼の死に際して多
くの詩人・文人から ｢挽歌｣ が捧げられた｡ それは, ジョスカン・デ・プレ (Josquin
Desprez 1440頃～1521), ピエール・ド・ラ・リュ (Pierre de La Rue 1482～1485),
ロアゼ・コンペール (Loyset Compere 1445頃～1518) など多くの作曲家が彼を讃える
曲を書いている事などからも推察できる｡ 今日伝えられているオケゲムの作品は少な
いが, ミサをはじめとする宗教曲から世俗曲までその作品は多岐にわたっている｡ ポ
リフォニック (多声的) な宗教作品の特徴は, 各声部における一息で歌うのは生理的
に不可能な程息の長いメリスマ (注５) の旋律である｡ 尚, 彼の ｢レクイエム (作 14
80年頃)｣ は, 合唱による ｢レクイエム｣ として現存する最古の作品である｡
(２) 中世より古い時代から歌い継がれている ｢グレゴリオ聖歌｣ は多くの曲が演奏され
ているが, 作曲者が定かではないのでここでは除く｡
(３) G.マショー (Guillaume de Machaut) 1300頃～1377 フランスのアルスノヴァにお
ける最も重要な作曲家｡ 詩人・外交官としても活躍した｡ ｢ノートルダム・ミサ｣ が有
名であるが, 作品のほとんどは世俗曲である｡
(４) Ｊ.ダンスタブル (John Danstable) 1390頃～1453 15世紀前半において最も影響力
の強かった作曲家｡ 今日残っている約60曲の作品の大半は宗教曲である｡
(５) メリスマ (Melisma) 歌詞の１音節に数音以上をを付した旋律｡
(６) 様々な合唱団・合唱部で演奏されている曲を全て調査する術はないが, コンクール
において演奏された曲目の調査は可能である｡ 1996年以降の10年間に延べ１万数千団
体が参加している ｢全日本合唱コンクール｣ の演奏曲を調査した｡ オケゲムの曲が演
奏されたのは, 97年福島大会にて須賀川桐陽高校, 98年岩手県大会にて麻生一関高校が
いずれもミサ ｢シミノミネ｣ から ｢GLORIA｣ を, 同年東京大会にて日本債券銀行行
友会合唱団がミサ (曲名不明) より ｢KYRIE｣ を, 演奏した記録があるだけである｡
(７) ミサ ｢カプト｣ (Missａ ｢Caput｣) オケゲムの作品はこのミサを含め大半の曲の作曲
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ＡＧＮＵＳ ＤＥＩ 平和の讃歌
	
 ()
神の子羊､ 世の罪を除きたもう主よ､ われらをあわれみたまえ｡
	

神の子羊､ 世の罪を除きたもう主よ､ われらに平安を与えたまえ｡
(｢公会議による主日のミサ典礼書 (１９６７年版)｣ より)
五
八
年代が不明であるが, このミサ ｢カプト｣ は比較的初期の作品と考えられている｡ 歌
詞は ｢ミサ通常文 (資料)｣ が使われている｡ この曲のカントゥス・フィルムス
(Cantus Firmus 定旋律) は何世紀にもわたって謎であった｡ しかし今は, 聖木曜日
(Dies viridium キリスト復活前の木曜日) に歌われるソールズベリー聖歌 (Salisbury
chant セイラム聖歌) のアンティフォナ (antiphona 交唱) ｢御父 (ペテロ) のもとに
来たりて (Venit ad Patrem)｣ の最終メリスマの ｢カプト (頭)｣ によることが判明し
ている｡ ソールズベリー聖歌とはイギリス南部のソールズベリー大聖堂で形成された
グレゴリオ聖歌の一支流である｡ このカントゥス・フィルムスをフランスの作曲家ギ
ヨ－ム・デュファイ (Guillaume Dufay 1400頃～1474) は最上声に置いて作曲してい
るが, オケゲムはバスパートに置き､長い音符で土台を築くかのように, 巧みな声部の
扱いをしている｡ ｢GLORIA｣ 以降の各章は, 上２声部だけで始まり, 歌詞はそれぞれ
の章の歌詞であるが, 各章とも最初の部分は同じ音型で始まっている｡ 始めの音型は
同じであるが, それ以降は多彩に変化し, 実に重厚で美しいポリフォニーを形成してい
る｡ このようなミサ曲がカソリック教会では実際に演奏されながら, 儀式としてのミ
サ (礼拝) が行われている｡
(８) Johannes Ockeghem (A.Ｊ.Planchart) 『MISSAE CAPUT (Collegium Musicum №５)』
Yale University 1964年
Johannes Ockeghem (H.G.Darvas) 『MISSAE CAPUT』 Edition Musica Budapest 1972年
(９) Edward Wickham 『JOHANNES OCKEGHEM』 (THE CLERKS’ GROUP)
(10) ムジカ・フィクタ (Musica Ficta) 中世・ルネサンス音楽において, 楽譜には記され
ていない半音階的な変化音のこと｡ 現代の演奏では, この変化音を楽譜の校訂や演奏
のさいに補わなければならない｡
(11) スイスからの出版譜は, ハンガリー版の表紙を変えただけで, 譜はまったくおなじで
あるのでこれは除く｡
(12) 全５章 ｢KYRIE｣ ｢GLORIA｣ ｢CREDO｣ ｢SANCTUS｣ ｢AGNUS DEI｣ の４パート
(Sop. Alt. Ten. Bass.) で演奏時間30分強｡
(13) 各章の題名は ｢GLORIA｣ のように ｢ ｣ 付きの大文字で記し, 歌詞は Gloriaのよ
うに頭文字は大文字､他は小文字で記す｡
(14) ｢GLORIA｣ の歌詞１行目は, 先唱者のみがミサの日時・目的に合わせて違う ｢グレ
ゴリオ聖歌｣ を歌うので楽譜には記されていない｡
(15) この写本が使われた当時は, 拍節音楽ができる以前の時代であるため, 小節線という
ものは存在しなかった｡
(16) ミサ・ブレヴィス (Missa Brevis) 小ミサ曲｡ 第３章 ｢CREDO｣ が省略されている
か, 全楽章をもっていても簡単な短めのミサ曲｡
参考文献
Howard Mayer Brown他 『Renaissace Music in Facsimile Vol.22』 Garland Publishing 1987年
遠山音楽図書館 (慶応義塾大学内) 所蔵
Johannes Ockeghem (H.G.Darvas) 『MISSAE CAPUT』 Edition Eulenburg GMBH Zürich 1972年
Johannes Ockeghem (H.G.Darvas) 『MISSAE CAPUT』 Edition Musica Budapest 1972年
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Johannes Ockeghem (A.Ｊ.Planchart) 『MISSAE CAPUT (Collegium Musicum №５)』
Yale University 1964年
Edward Wickham 『JOHANNES OCKEGHEM』 (THE CLERKS’ GROUP) ASV Ltd. 1998年
秋山 日出夫 他 『合唱辞典』 音楽之友社 1975年
今谷 和徳 『作品小辞典 中世・ルネサンス』 音楽之友社 1983年
今橋 朗 『よくわかるキリスト教の音楽』 キリスト新聞社 2000年
辻 荘一 『キリスト教音楽の歴史』 日本基督教団出版局 1999年
野村 良雄 他 『新訂標準音楽辞典』 音楽之友社 1991年
松原 千振 他 『合唱名曲ガイド 110』 音楽之友社 2001年
三ケ尻 正 『ミサ曲・ラテン語・教会音楽ハンドブック』 ㈱ショパン 2001年
皆川 達夫 『楽譜の歴史』 音楽之友社 1989年
吉川 英史 他 『新音楽辞典』 (楽語, 人名) 音楽之友社 1982年
(初等教育専攻：助教授)
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